
一

　

『
和
漢
朗
詠
集
』
６
番
詩
句
は

６　

夜
向
残
更
寒
磬
尽　

春
生
香
火
暁
炉
燃

　
　

夜よ

残ざ
ん

更か
う

に
向な
ん
なむ
と
し
て
寒か
ん

磬け
い

尽つ

き　

春は
る

香か
う

火く
わ

に
生な

り
て
暁げ
う

炉ろ

燃も

ゆ

で
あ
る
。
右
は
三
木
雅
博
訳
注
『
和
漢
朗
詠
集
』（『
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫（
１
）』〈
以
下
『
文
庫
』
と

略
称
〉）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
振
り
仮
名
を
も
含
め
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
本
文
の
異
同
は
、

上
句
の
「
尽つ

き
」
が
「
尽つ

き
ぬ
」
と
な
っ
て
い
る
本
が
あ
る
程
度
で
、
諸
本
間
に
異
同
は
見
当
た

ら
な
い
。
た
だ
、
江
戸
時
代
以
前
の
『
和
漢
朗
詠
集
』（
注
釈
も
含
め
て
）
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が

「
尽
き
ぬ
」
で
あ
り
、
明
治
以
降
は
「
尽
き
」
で
あ
る
と
は
言
え
る
よ
う
だ
。
こ
の
箇
所
を
「
尽

き
」
と
読
む
か
、「
尽
き
ぬ
」
と
読
む
か
は
解
釈
の
上
で
は
問
題
を
生
ま
な
い
が
、「
尽
き
ぬ
」
の

ほ
う
が
こ
の
場
面
を
積
極
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
後
で
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
現
代
の
注
釈
の
一
般
的
姿
を
知
る
目
的
で
、
右
『
文
庫
』
の
語
釈
も
含
め
て
口
語
訳
を

引
用
す
る
。

（
冬
の
最
後
の
）
夜
も
明
け
方
に
近
づ
き
寒
々
と
し
た
磬
の
音
も
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
春
が
そ
の
火
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
、
夜
明
け
前
の
香
炉
は
赤
々
と
燃
え
て
い

る
。
〇
残
更 

― 

夜
を
初
更
か
ら
五
更
の
五
つ
に
分
け
、
そ
の
最
後
の
五
更
の
残
さ
れ
た
時

間
。
夜
明
け
が
間
近
な
時
で
あ
る
。
〇
向 

― 

向
か
お
う
と
し
て
。
○
寒
磬 

― 「
磬
」
は

石
で
作
ら
れ
た
楽
器
。
澄
み
切
っ
た
高
い
音
が
で
る
が
、
そ
の
音
を
「
寒
」
と
形
容
し
、
冬

の
象
徴
と
し
た
。
こ
こ
は
僧
侶
の
夜
の
読
経
の
際
に
リ
ズ
ム
を
取
る
た
め
に
叩
か
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
〇
香
火 

― 

仏
前
に
焚
く
香
の
火
。
〇
暁
炉 

― 

香
が
焚
か
れ
て
い
る
炉
。

夜
明
け
が
近
い
の
で
「
暁
」
を
冠
す
る
。
▽
立
春
前
夜
の
山
寺
の
光
景
。
夜
が
明
け
る
と
冬

が
終
わ
り
春
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
感
慨
を
仏
寺
の
景
物
に
寄
せ
て
巧
み
に
表
現
す
る
。

　

以
上
が
、
そ
の
注
釈
部
分
の
全
体
で
あ
る
。
６
番
の
漢
詩
句
の
解
釈
を
明
治
以
降
の
『
和
漢
朗

詠
集
』
の
注
釈
書
に
見
て
み
る
と
、
大
き
な
差
異
は
な
い
。
ほ
ぼ
、
こ
の
文
庫
の
注
釈
の
範
囲
に

尽
き
て
い
る
。
多
少
の
相
違
を
一
一
の
注
釈
書
に
当
た
っ
て
み
る
の
も
、
論
文
の
書
き
方
で
あ
ろ

う
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
煩
い
を
避
け
て
、
右
注
釈
を
現
代
の
注
釈
書
の
代
表
と
し
て
反
論
を
加
え

る
形
式
を
取
る
。
も
ち
ろ
ん
、
適
宜
今
ま
で
の
注
釈
書
を
引
用
す
る
。
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二

　

右
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
６
番
の
詩
句
の
解
釈
・
注
釈
で
、
一
番
の
問
題
点
は
、
最
後
の
▽
以
下

で
記
さ
れ
る
日
付
変
更
時
点
の
問
題
で
あ
る
。「
夜
が
明
け
る
と
冬
が
終
わ
り
春
に
な
る
の
だ
」

の
部
分
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
、
日
付
が
変
わ
る
の
は
、
子
の
刻
と
丑
の
刻
の
間
で
あ
る
と
い
う
吉
澤
義
則
の
主
張（

２
）

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今
日
で
は
、
丑
の
刻
と
寅
の
刻
の
間
（
午
前
三
時
、
以
下
は
午
前
三
時
と

呼
ぶ
）
で
定
着
し
て
い
る
。
日
付
が
変
わ
る
の
は
午
前
三
時
で
あ
っ
た
。
午
前
三
時
は
真
っ
暗
で

あ
り
、「
夜
が
明
け
る
」
の
と
は
関
係
し
な
い
。

　

午
前
三
時
は
日
付
の
変
更
時
点
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
季
節
の
変
更
も
こ
の
時
点
で
起

こ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
春
で
あ
る
と
、
立
春
点
を
含
む
一
日
の
午
前
三
時
以
降
が
春
に
な
る

の
で
あ
っ
た
。

　

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
注
釈
を
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成（

３
）』
に
拾
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
６
番
詩
句
は
立
春
の
部
に
属
す
る
の
だ
が
、
そ
の
立
春
に
つ
い
て
、『
国
会
図
書

館
本　

和
漢
朗
詠
注
』（
巻
二
上
・
鎌
倉
時
代
成
立
）
で
は
、「
春
立
ト
者
、
年
ノ
内
ニ
テ
モ
、
年 

明
テ
モ
、
春
ノ
立
始
ル
日
一
日
ヲ
云
也
云
々
。」
と
注
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
立
春
点
が
含
ま
れ
る

一
日
す
べ
て
が
立
春
の
日
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
今
日
の
我
々
の
理
解
の
仕
方
と
同
じ
で

あ
る
。
立
春
の
日
の
到
来
が
季
節
の
変
わ
り
目
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
、
平
安
時
代
の
立
春
と
現
代
の
立
春
を
ど
う
捉
え
る
か
に
は
違
い
が
あ
っ
た
。
結
論
を
先

に
述
べ
れ
ば
、
こ
ん
に
ち
、
立
春
の
日
な
ど
に
つ
い
て
、「
暦
の
上
で
は
」
と
い
う
形
容
句
が
つ

け
ら
れ
て
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
今
日
は
立
春
で
す
。
暦
の

上
で
は
春
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
続
き
ま
す
」
の
よ
う
に
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
以
下
に
見
る

よ
う
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
時
代
に
は
、
文
字
通
り
立
春
の
日
に
な
る
と
春
で
あ
っ
た
。
そ
れ

も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
付
変
更
時
点
に
い
た
る
と
同
時
に
季
節
も
変
わ
っ
て
い
た
の
だ
っ

た
。
立
春
の
日
の
午
前
三
時
ま
で
は
冬
で
あ
り
、
午
前
三
時
に
な
る
と
春
と
捉
え
る
考
え
方
で

あ
っ
た
。

　

次
に
、『
広
島
大
学
本　

和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』（
巻
二
下
・
室
町
初
期
以
前
成
立
）
か
ら
二
カ

所
を
引
用
す
る
。
そ
れ
は
、
午
前
三
時
か
ら
が
季
節
の
変
更
点
で
あ
っ
た
事
実
を
述
べ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

一
カ
所
目
は
こ
の
６
番
詩
句
に
つ
け
ら
れ
た
注
釈
で
あ
る
。

此
ハ
、
良
峯
ノ
春
道
、
節
分
ノ
夜
、
石
山
ノ
観
音
ニ
参
籠
シ
テ
作
ル
也
。
Ａ
謂
、
残
更
ト
ハ
、
寅
ノ

時
也
。
第
五
ノ
更
也
。
Ｂ
向
ト
ハ
、
成
ル
コ
ト
也
。
意
ハ
、
寅
ノ
時
ヨ
リ
春
ニ
成
ル
ト
云
事
也
。
Ｃ
寒

磬
尽
ヌ
ト
ハ
、
寅
ノ
時
ヨ
リ
勤
行
ノ
カ
ネ
ノ
音
ヲ
聞
ケ
ハ
、
鐘
ノ
音
モ
長
閑
ナ
レ
ハ
、
冬
ノ
寒
磬
ハ 

尽
ヌ
ト
也
。
凡
、
Ｄ
一
夜
ヲ
五
更
ニ
分
ル
時
、
四
更
去
レ
ハ
、
寅
ノ
時
也
。
磬
ト
ハ
、
打
鳴
ノ
事
也
。

昔
シ
、
大
唐
泗シ

浜ヒ
ン
ト
云
浦
ノ
石
ヲ
取
テ
、
打
鳴
ニ
シ
ケ
ル
故
ニ
、
磬
ノ
字
ニ
、
石
ヲ
下
ニ
カ
ク
也
。

下
ノ
句
、
Ｅ
香
火
ハ
暖
カ
ナ
ル
春
ヲ
生
ス
ト
云
義
也
。
暁
炉
燃
ト
ハ
、
暁
キ
、
香
呂
ノ
火
ナ
ン
ト
モ

モ
ヘ
、
或
ハ
、
炉
ニ
火
ヲ
ハ
ヤ
タ
ク
体
也
。

�

（『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』）〈
Ａ
～
Ｅ
の
記
号
及
び
傍
線
筆
者
。
以
下
同
じ
〉

　

本
節
で
、
右
の
記
述
の
う
ち
問
題
と
な
る
の
は
、
Ｂ
の
「
向
ト
ハ
、
成
ル
コ
ト
也
。
意
ハ
、
寅
ノ 

時
ヨ
リ
春
ニ
成
ル
ト
云
事
也
」
の
部
分
で
あ
る
。
説
明
も
い
る
ま
い
。
当
時
に
於
い
て
は
、
寅
の
時

か
ら
が
春
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、『
書
陵

部
本　

朗
詠
抄
』（
巻
二
下
・
室
町
初
期
以
前
成
立
）
に
も
、
こ
の
『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
と

類
似
の
文
が
注
釈
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
全
文
引
用
す
る
。

此
ハ
、
良
春
道
詩
也
。
良
峯
ハ
ル
ミ
（
チ
）
ト
云
也
。
石
山
ノ
観
音
ニ
、
節
分
ノ
夜
ノ
作
也
。

江
註
云
、
方
違
ノ
為
ニ
、
石
山
ニ
参
タ
リ＊

ニ
、
後
夜
ニ
、
磬
ノ
音
ノ
聞
エ
ケ
ル
ヲ
、
作
也
。

丑
時
ヨ
リ
春
ノ
分
ナ
レ
ハ
、
寒
磬
尽
ヌ
ト
云
ヘ
リ
。
寒
ノ
字
ハ
、
冬
ノ
心
也
。
夜
ヲ
五
ツ
ニ

分
テ
、
五
更
ト
云
。
四
更
去
テ
、
寅
一
点
ニ
ナ
レ
ハ
、
残
更
ト
云
也
。
故
ニ
、
冬
ノ
寒
気
ノ

声
モ
、
皆
尽
ヌ
ト
云
ヘ
リ
。
磬
ト
ハ
、
打
カ
ネ
ヲ
云
。
是
ハ
本
、
泗
浜
ト
云
所
ノ
石
ヲ
取
テ
、

楽
器
作
テ
、
打
初
タ
リ
。
故
、
磬
ノ
字
ニ
、
石
ヲ
随
エ
タ
ル
也
。
下
句
ハ
、
春
ノ
気
色
ソ
ツ

ト
顕
テ
、
香
煙
モ
ウ
ラ
ヽ
カ
ニ
、
立
春
気
色
ヲ
現
ス
ト
云
ヘ
リ
。

�

（『
書
陵
部
本　

朗
詠
抄
』）

　

一
読
、『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
と
同
系
統
の
注
釈
本
な
の
で
、
注
釈
が
類
似
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
傍
線
部
の
「
丑
時
ヨ
リ
春
ノ
分
ナ
レ
ハ
」
の
部
分
が
違
っ
て
い
る
こ

と
に
気
が
付
こ
う
。
そ
れ
に
、
こ
こ
が
、「
丑
」（『
書
陵
部
本　

朗
詠
抄
』）
か
「
寅
」（『
和
漢
朗

詠
集
仮
名
注
』）
か
で
は
、
そ
の
意
味
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
。「
丑
時
」
な
ら
、
冒
頭
触
れ
た
吉

澤
義
則
の
日
付
変
更
時
点
丑
の
刻
説
の
補
強
資
料
と
さ
え
な
る
。

　

結
論
か
ら
述
べ
よ
う
。
こ
れ
は
『
書
陵
部
本　

朗
詠
抄
』
の
間
違
い
で
あ
る
。
当
該
箇
所
の
前

後
に
、「
方
違
ノ
為
ニ
、
石
山
ニ
参
タ
リ＊

ニ
、
後
夜
ニ
、
磬
ノ
音
ノ
聞
エ
ケ
ル
ヲ
、
作
也
」、「
夜

ヲ
五
ツ
ニ
分
テ
、
五
更
ト
云
。
四
更
去
テ
、
寅
一
点
ニ
ナ
レ
ハ
、
残
更
ト
云
也
」
と
い
う
記
述
が

『
書
陵
部
本　

朗
詠
抄
』
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
後
夜
」
は
午
前
三
時
に
な
ら
さ
れ
る
鐘
で
つ
げ

ら
れ
た
。「
寅
一
点
」
は
現
在
の
時
刻
に
直
せ
ば
、
午
前
三
時
で
あ
る
。
類
似
の
記
述
は
、『
和
漢
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朗
詠
集
仮
名
注
』
に
も
「
向
ト
ハ
、
成
ル
コ
ト
也
。
意
ハ
、
寅
ノ
時
ヨ
リ
春
ニ
成
ル
ト
云
事
也
。」、
Ｃ
「
寒

磬
尽
ヌ
ト
ハ
、
寅
ノ
時
ヨ
リ
勤
行
ノ
カ
ネ
ノ
音
ヲ
聞
ケ
ハ
、
鐘
ノ
音
モ
長
閑
ナ
レ
ハ
、
冬
ノ
寒
磬
ハ
尽
ヌ
ト
也
」

と
見
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
、「
寅
の
刻
」
と
あ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
日
付

変
更
時
点
を
調
査
し
て
い
る
と
こ
う
し
た
問
題
に
よ
く
出
会
う
。
寅
ノ
異
体
字
「
刁
」
の
存
在
が

こ
の
問
題
に
は
絡
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
、
日
付
変
更
時
点
の
丑
の
刻

説
と
寅
の
刻
説
の
対
立
を
引
き
起
こ
す
一
つ
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
の
他
の
記
述
に
も
目
を
向
け
て
お
こ
う
。
Ａ
「
謂
、
残
更
ト
ハ
、
寅
ノ

時
也
。」
の
記
述
は
、
本
節
で
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
次
節
、「
残
更
」
を
問
題
に
す
る
と
き
に

意
味
を
持
っ
て
く
る
。
そ
の
点
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
Ｅ
は
こ
れ
も
本
節
で
は
意
味
を
持
た
な

い
。
下
句
の
解
釈
を
す
る
と
き
に
改
め
て
触
れ
た
い
。

　

次
の
記
述
は
、

「
夜
半
ヨ
リ
前
ハ
、
春
ニ
テ
ア
レ
ド
モ
、
ハ
ヤ
暁
ヨ
リ
夏
ニ
ナ
ル
故
ニ
、
灯
ノ
ホ
ノ
ヲ
ヽ
嫌

フ
心
ニ
テ
、
カ
ベ
ニ
背
ケ
ル
也
。」

�

（『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』）

で
あ
る
。
こ
の
注
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
夏
部
「
更
衣
」
の
項
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
144
の
詩
句

「
壁か
べ

に
背そ
む

け
る
燈
と
も
し
び

は
宿し
ゆ
く

を
経へ

た
る
焔ほ
の
お

を
残の
こ

せ
り　

箱は
こ

を
開ひ
ら

け
る
衣こ
ろ
も

は
年と
し

を
隔へ
だ

て
る
香か

を
帯お

び

た
り
」（『
文
庫
』）
に
つ
け
ら
れ
た
注
釈
の
一
部
で
あ
る
。

　

右
の
注
釈
の
季
節
の
移
行
は
春
か
ら
夏
へ
の
移
行
で
あ
る
こ
と
は
断
っ
て
お
く
。「
夜
半
」
の

語
は
お
そ
ら
く
ヤ
ハ
ン
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
、
ヨ
ナ
カ
、
ヨ
ハ
等
も
考
え
ら
れ
る
。
私

に
は
、
ヤ
ハ
ン
・
ヨ
ナ
カ
・
ヨ
ハ
は
同
一
の
時
間
を
意
味
す
る
語
だ
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
の

語
も
「
午
後
十
一
時
か
ら
翌
日
の
午
前
三
時
ま
で
の
時
間
帯
」
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
暁
は
そ
れ

に
連
続
す
る
時
間
帯
「
午
前
三
時
か
ら
午
前
五
時
」
を
意
味
す
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
注
釈

の
中
で
も
、
454
番
詩
句
「
瑶
台
霜
満　

一
声
之
鶴
淚
天　

巴
峡
秋
深　

五
夜
哀
猿
月
叫
」
の
「
五

夜
」
を
「
五
夜
ト
ハ
、
ア
カ
ツ
キ
ナ
リ
。
第
五
更
ナ
リ
。」（『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』）
と
注
釈
し

て
い
る
。「
あ
か
つ
き
」
は
「
五
更
」
と
同
じ
と
云
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
本
稿
が
対
象
と
し
て

い
る
６
番
詩
句
で
も
、『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
に
「
Ａ
謂
、
残
更
ト
ハ
、
寅
ノ
時
也
。
第
五
ノ

更
也
。」、「
Ｄ
一
夜
ヲ
五
更
ニ
分
ル
時
、
四
更
去
レ
ハ
、
寅
ノ
時
也
。」
と
有
っ
た
こ
と
は
紹
介
し
た
。

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
る
と
暁
は
寅
の
刻
と
同
じ
意
味
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
四
更
の

後
で
あ
り
、
午
前
三
時
か
ら
だ
っ
た
。

　

「
夜
半
」
が
午
前
三
時
ま
で
と
す
る
と
、「
夜
半
ヨ
リ
前
ハ
、
春
ニ
テ
ア
レ
ド
モ
、
ハ
ヤ
暁
ヨ

リ
夏
ニ
ナ
ル
故
ニ
」
の
『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
の
記
述
は
季
節
の
変
更
時
点
も
午
前
三
時
で
あ

る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
二
用
例
か
ら
考
え
て
も
、
季
節
の
変
更
時
点
は
、
日
付
の
変
更
時
点
と
一
致
す
る
の
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
は
和
歌
の
尽
日
の
歌
で
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
紹
介
を
避
け
る
。

日
付
の
変
更
時
点
は
午
前
三
時
で
あ
る
。
そ
の
立
春
や
立
夏
な
ど
の
日
の
午
前
三
時
に
季
節
も
変

わ
る
の
だ
っ
た
。

三

　

次
に
、
次
節
で
検
討
す
る
「
残
更
」
と
日
付
変
更
時
点
を
結
び
つ
け
る
古
注
に
つ
い
て
言
及
す

る
。
古
注
釈
書
の
中
で
も
、
比
較
的
古
い
注
釈
書
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』（
巻
一
・
平
安
時
代
末

成
立
）、『
和
漢
朗
詠
註
抄
』（
巻
一
・
平
安
時
代
末
成
立
カ
）
な
ど
に
は
次
の
よ
う
な
注
釈
が
見

ら
れ
る
。

山
寺ノ

立
春ノ

詩
。
残
更
者
、
七
星ノ

指サ
ス
コ
ト㆑

尾ヲ

不
同
也
。
正
月
者
、
戌
時
指ス

寅
方ヲ
㆒㆒。
二
月
者
、
戌

時
指ス

卯
方ヲ
㆒。
三
月
者
、
戌
時
指
辰
方ヲ
㆒。
四
月
者
、
戌
時
指
巳
方
。
五
月
者
、
戌
時
指
午
方
。

之
時
夜
将ニ

明ア
ク

。
故ニ

五
更ト

也
。
後
之
月ハ

准シ
テ

　

而
可
之
。
寒
磬
者
、
寒ハ

、
冬ノ

気
也
。
磬
者
、
仏
具

也
。
冬
去テ

春
来ル

、
故ニ

寒
磬
尽ヌ
㆒
也ト

。
香ノ

火
者
、
仏
前ニ

焼ク
㆑
香ヲ

之
火ナ
リ

也
。
春ノ

気
暖ナ
ル

故ニ

曰
生ナ
ル
ト

香ノ

火ニ

也
。
言心

、ハ

磬
香
炉ハ

顕
山
寺ヲ
㆒
之
内
也
。

�

（『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』）

良
峯
春
道
、
年ト
シ

護リ
ニ

参
詣
近
江
国ノ

石
山
寺ニ

言
也
。
彼ノ

山
寺ハ

観
音ノ

験
所
也
。
残
更
、
内
典ニ

、ハ

一

夜
六
時ニ

分
也
。
外
典ニ

ハ

五
更ニ

別ツ

也
。
近
来
外ニ

モ
　

六
時ト

云
歟
。
而
七
星ノ

指ス
コ
ト

尾ヲ
㆒
不
同
也
。
正
月ノ

戌
時ニ

ハ

七
星ノ

尾
寅ノ

方ヲ
㆒。
二
月
戌ノ

時ニ
ハ

　

指
卯
方ニ
㆒。
乃
至
後

ノ々

月
准ヨ

之ニ

。
正
月ニ

指
寅ノ

方ヲ
㆒
云
一
更ト
㆒。

乃
至
指ヲ

午ノ

方ヲ
㆒、
夜
将ニ

明ナ
ム
ト㆒

之
時ヲ

云
五
更ト
㆒
也
。
後
々
可シ

知ル

之ヲ
㆒。
第
五ノ

更ヲ

云
残
更ト
㆒。
敦
隆
説

也
。 

夜ヲ

分テ

五ニ
㆒
是ヲ

謂
五
更ト
㆒
也
。
更
（
夜ヨ

ト

讀
也
。

又
替カ

ワ
ル
ト

云
也
。

）
寒
磬
者
、
寒ハ

、
冬ノ

気
也
。
磬ハ

、
仏
具
也
。

冬
去テ

春
来ル

、
故ニ

曰フ

寒
磬
尽ヌ
ト
　

也
。
香ノ

火
者
、
仏
前ニ

焼タ
ク

香ノ

之
火
也
。
春ノ

気
暖ナ
ル
　

故ニ

曰
生ル
ト
　

香ノ

火ニ
㆒
也
。
言ハ

、
磬
、
香
炉ハ

、
顕
山
寺
之
由ヲ

也
。
前
、
向
、
弘
決
三
云
、
以
小シ

遠キ

者ヲ
㆒
為シ

前ト
㆒、

以
稍ヤ

ヽ

近キ

者ヲ
㆒
為ス

向ト
㆒
文
。

�

（『
和
漢
朗
詠
註
抄
』）

　

右
の
注
釈
の
傍
線
部
分
を
問
題
と
す
る
。
た
だ
、『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
の
「
之
時
夜
将ニ

明ア
ク

。

故ニ

五
更ト

也
。」
に
は
、「
底
本
の
ま
ま
。「
正
月
指
午
方
」
脱
。」
の
脚
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
底

本
以
外
の
諸
本
に
「
正
月
指
午
方
」
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
方
が
意
味
が
通
じ
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る
と
編
者
が
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
和
漢
朗
詠
註
抄
』
で
は
、
当
該
部
分
、「
正
月ニ

指

寅ノ

方ヲ
㆒
云
一
更ト
㆒。
乃
至
指ヲ

午ノ

方ヲ
㆒、
夜
将ニ

明
㆒
之
時ヲ

云
五
更ト
㆒
也
」
と
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』

の
本
文
に
も
「
正
月
」
と
い
う
語
が
な
い
と
意
味
が
通
じ
な
い
か
ら
、
本
稿
で
は
、
こ
の
部
分
を
、

「
正
月
指
午
方
之
時
夜
将ニ

明ア
ク

。
故ニ

五
更ト

也
。」
が
本
文
で
あ
る
と
考
え
て
、
以
下
引
用
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
部
分
は
ど
う
し
て
こ
こ
に
書
き
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
残
更
者
、
七

星ノ

指
㆑

尾ヲ

不
同
也
。」（『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』）、「
残
更
、
内
典ニ
ハ、
一
夜
六
時ニ

分
也
。
外
典ニ
ハ
　

五
更ニ

別ツ

也
。
近
来
外ニ
モ
　

六
時ト

云
歟
。」（『
和
漢
朗
詠
註
抄
』）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
の
頭
に
、「
残
更
」

と
い
う
詞
が
あ
る
か
ら
、
残
更
に
加
え
ら
れ
た
注
釈
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

　

残
更
そ
の
も
の
は
後
に
検
討
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
、

正
月
者
、
戌
時
指ス

寅
方ヲ
㆒。
二
月
者
、
戌
時
指ス

卯
方ヲ
㆒。
三
月
者
、
戌
時
指
辰
方ヲ
㆒。
四
月
者
、
戌

時
指
巳
方
。
五
月
指ス

、
戌
時
指
午
方
。
正
月
指
午
方
之
時
夜
将ニ

明ア
ク

。
故ニ

五
更ト

也
。

�

（『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』）

而
七
星ノ

指ス
コ
ト

尾ヲ
㆒
不
同
也
。
正
月ノ

戌
時ニ
ハ
　

七
星ノ

尾
指
寅ノ

方ヲ
㆒。
二
月
戌ノ

時ニ
ハ
　

指
卯
方ニ
㆒。
乃
至

後
ノ々

月
准ヨ

之ニ

。
正
月ニ

指
寅ノ

方ヲ
㆒
云
一
更ト
㆒。
乃
至
指ヲ

午ノ

方ヲ
㆒、
夜
将ニ

明
㆒
之
時ヲ

云
五
更ト
㆒
也
。
後
々

可シ

知ル

之ヲ
㆒。
第
五ノ

更ヲ

云
残
更ト
㆒。

�

（『
和
漢
朗
詠
註
抄
』）

箇
所
に
注
目
す
る
。
そ
れ
も
、『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
の
、「
正
月
者
、
戌
時
指ス

寅
方ヲ
㆒。」
と
「
正

月
指
午
方
之
時
夜
将ニ

明ア
ク

。
故ニ

五
更ト

也
。」
の
部
分
と
『
和
漢
朗
詠
註
抄
』
の
「
正
月ノ

戌
時ニ
ハ
　

七
星ノ

尾
指
寅ノ

方ヲ
㆒。」
と
「
正
月ニ

指
寅ノ

方ヲ
㆒
云
一
更ト
㆒。
乃
至
指ヲ

午ノ

方ヲ
㆒、
夜
将ニ

明
㆒
之
時ヲ

云
五
更ト
㆒
也
。」
の
部

分
で
あ
る
。

　

北
斗
七
星
の
柄
の
部
分
が
午
後
七
時
（「
戌
の
刻
」）
に
寅
の
方
角
を
指
す
と
そ
の
月
が
正
月
で

あ
る
。
と
そ
れ
ぞ
れ
の
前
半
注
で
言
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
太
陽
暦
に
基
づ
く
の
で
当
時
の

太
陰
暦
の
暦
に
直
接
は
対
応
し
な
い
こ
と
は
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
、「
正
月
者
、
戌
時
指ス

寅
方ヲ
㆒。」
や
「
正
月ノ

戌
時ニ
ハ
　

七
星ノ

尾
指
寅ノ

方ヲ
㆒。」
が
午
後
七
時
に
成

り
立
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、「
正
月
指
午
方
之
時
」
や
「
至
指ヲ

午ノ

方ヲ
㆒
」
の
時
、
北
斗
七
星
の
柄

が
午
の
方
向
を
指
す
時
間
は
、
戌
の
刻
か
ら
、
八
時
間
た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
午
前
三
時

で
あ
る
。
そ
の
時
刻
が
、「
夜
将ニ

明ア
ク

。
故ニ

五
更ト

也
。」、「
夜
将ニ

明
㆒
之
時ヲ

云
五
更ト
㆒
也
。」
と
言
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。「
夜
の
明
く
」
時
刻
は
平
安
時
代
な
ど
の
古
典
作
品
を
読
む
と
き
は
午
前
三

時
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
何
度
も
指
摘
し
て
き
た
。
こ
こ
は
そ
の
補
強
と
な
る
。
そ
れ
に
そ
の
時

間
が
「
五
更
」
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
正
確
に
言
う
と
、「
五
更
」

の
始
ま
り
が
午
前
三
時
で
あ
っ
た
。
次
節
で
、
詳
し
く
述
べ
る
が
、「
残
更
」
は
五
更
と
同
じ
時

間
帯
を
意
味
し
、
そ
の
開
始
時
刻
は
午
前
三
時
だ
っ
た
。
北
斗
七
星
の
柄
が
指
す
方
向
の
記
述
が

出
て
き
た
の
は
、
残
更
の
時
間
帯
と
の
対
比
を
述
べ
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。

四

　

本
節
以
降
、『
和
漢
朗
詠
集
』
６
番
詩
句
の
『
文
庫
』
で
行
わ
れ
て
い
る
注
釈
に
問
題
が
あ
る

こ
と
を
順
次
指
摘
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
一
つ
の
古
注
を
引
い
て
お
く
。『
和
漢
朗
詠
集
註（

４
）』

（
江
戸
初
期
成
立
）
で
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
註
』
は
漢
詩
部
分
に
鎌
倉
時
代
に
つ
け
ら
れ
た
永
済

注
に
、
北
村
季
吟
が
和
歌
注
を
加
え
て
、
江
戸
初
期
寛
文
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
季

吟
は
『
永
済
注
』
を
引
用
す
る
際
多
く
手
を
加
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、『
永
済
注
』
と
し

て
漢
詩
部
分
を
引
用
す
る
の
は
不
適
切
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
６
番
詩
句
の
注
釈
が
ど
の
時
代
に

変
更
さ
れ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
の
で
、
あ
え
て
、『
和
漢
朗
詠
集
註
』
か
ら
引
用
す
る
。
江

戸
時
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
注
釈
の
様
子
を
見
て
お
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
引
用

す
る
注
釈
部
分
で
は
、
表
記
を
別
に
す
る
と
、
例
え
ば
、『
書
陵
部
本　

永
済
注
』
と
『
和
漢
朗

詠
集
註
』
の
両
注
釈
に
差
異
は
な
い
。

　

残
更
を
検
討
す
る
。
た
だ
、
残
更
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
、
夜
半
と
暁
と
の
検
討
の
中
で
私
の

主
張
を
大
概
述
べ
て
き
た
。
た
だ
、
今
日
の
注
釈
に
い
た
る
ど
の
時
代
で
間
違
い
が
起
こ
っ
た
か

を
知
り
た
い
の
で
、
こ
こ
で
も
う
一
度
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
の
注
釈
を
通
し
て
検
討
す
る
。

此
ハ
良ヨ

シ

峯ミ
ネ
ノ

春
道
ガ
年
ゴ
モ
リ
ニ
。
近
江
国
石
山
ニ
詣マ
ウ
デ

テ
作
レ
ル
ナ
リ
。
彼ノ

石
山
ハ
観
音
ノ

験ゲ
ン

所シ
ヨ

也
。

Ａ
残ザ

ン

更カ
ウ

ト
ハ
暁ア
カ
ツ
キ

也
。
内ナ
イ

典テ
ン

ニ
ハ
昼チ
ウ

夜ヤ

ヲ
六
ニ
ワ
カ
チ
テ
。
六
時ジ

ト
云
。
外ゲ

典
ニ
ハ
一
夜
ヲ

五
ニ
分
テ
五
更
ト
云
。
シ
カ
レ
バ
其
第
五
更
ヲ
残
更
ト
ハ
云
ナ
リ
。

�

（『
和
漢
朗
詠
集
註
』）

　

「
残ザ
ン

更カ
ウ

ト
ハ
暁ア
カ
ツ
キ

也
。」「
外ゲ

典
ニ
ハ
一
夜
ヲ
五
ニ
分
テ
五
更
ト
云
。」「
第
五
更
ヲ
残
更
ト
ハ
云

ナ
リ
。」
の
三
つ
の
要
点
が
指
摘
で
き
る
。

　
ａ
「
残ザ
ン

更カ
ウ

ト
ハ
暁ア
カ
ツ
キ

也
。」
か
ら
、「
残
更
」
が
「
暁
」
で
あ
る
。

　

ｂ�

「
外ゲ

典
ニ
ハ
一
夜
ヲ
五
ニ
分
テ
五
更
ト
云
。」
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、『
朗
詠
註
』

か
ら
次
の
類
似
の
注
釈
を
引
用
す
る
。
213
の
詩
句
中
の
「
五
夜
（『
文
庫
』
で
は
「
五
更
」

の
本
文
を
採
用
し
て
い
て
、
213
番
詩
句
中
に
は
「
五
夜
」
の
語
は
な
い
）」
に
つ
け
ら
れ
た
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「
五
夜ヤ

ハ
五
更カ
ウ

ナ
リ
暁ア
カ
ツ
キ

ナ
リ
。
五
更
ハ
戌イ
ヌ

時ノ
ト
キ

ヨ
リ
寅ト
ラ

時ノ
ト
キ

マ
デ
ヲ
五
更
ト
云
也
。」
で
あ
る
。

「
五
更
」
が
「
暁
」
で
あ
り
、「
五
更
」
は
「
寅
時
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ｃ�
「
第
五
更
ヲ
残
更
ト
ハ
云
ナ
リ
。」
か
ら
は
「
五
更
」
が
「
残
更
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
残
更
」
は
「
寅
の
時
」
で
あ
り
、「
暁
」
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
注
釈
書
を
も
う
一
つ
引
用
し
て
お
く
。『
和
漢
朗
詠
集
諺
解（
５
）』（
江
戸
初
期
成
立
）

で
あ
る
。

近
江ノ

州く
に

石
山
ニ
詣マ
ウ

デ
ヽ
年
ゴ
モ
リ
ノ
夜
ノ
作
也
。
春
道
ハ
惟
良
氏
也
仁
明
天
皇
承
和
ノ
人
也
。

遊
逸イ

ツ

ノ
人
ニ
テ
詩
歌
ニ
妙
ナ
ル
人
也
。
元ゲ
ン

亨カ
ウ

釈シ
ヤ
ク

書シ
ヨ

二
十
八
ニ
石
山
寺
ノ
事
ア
リ
。
余
考
フ

ル
ニ
孝
謙ケ

ン

天
皇
天
平ベ
ウ

勝
宝
六
年
之
草サ
ウ

創〳
〵

也
。
其
後
聖
武
帝
ノ
御
宇ウ

ニ
良ラ
ウ

弁ベ
ン

上
人
作テ
二
丈
六
観

音ノ

蔵ザ
ウ
ヲ㆒
納ヲ
サ
メ
玉
フ

ニ

初ノ

御
仏ヲ

於
今ノ

仏
像ニ
㆒
自
在
霊レ
イ

応ヲ
ウ

之
地
也
。
〇
三サ

ヨ

更フ
ケ
テ

　

更ア
カ
ツ
キ

　

夜ヨ

更ナ
カ　

コ
レ
万
葉

ノ
点
ナ
リ
。
然
バ
残
更
ハ
暁
也
。
〇
磬ケ

イ

ハ
順フ

ガ
和
名
ニ
宇ウ

知チ

奈ナ

良ラ

之シ

、
僧
清
間カ

題ス
ル

㆑
寺ニ

詩ニ

曰

「
五
色ノ

雲
中ニ

鳴ス
二
玉
磬ヲ
㆒
」
ト
作
リ
タ
リ
。
一
ノ
句
、
年
コ
モ
リ
ノ
夜
ナ
レ
ハ
、
残
更
ノ
時
分

ニ
向ナ

ン
〳
〵

ト
シ
テ
、
冬
ノ
寒
気
ヲ
帯ヲ
ビ

タ
ル
磬ウ
チ
ナ
ラ
シ

ノ
響ヒ
ヾ
キ
ハ

ハ
、
春
ノ
気
ニ
推ヲ
サ

レ
テ
寒
磬ハ

尽
ヌ
ル

ト
也
。
春
ハ
目
前
ノ
香
炉
ノ
モ
ユ
ル
上
ニ
ホ
ノ
〳
〵
ト
生
シ
来
ル
ト
也
。
立ツ

春
ノ
心
ナ
ル
ホ

ト
著
明
也
。

�
（『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』）

　

右
の
注
釈
の
内
、
傍
線
部
「
〇
三サ
ヨ

更フ
ケ
テ
　

更ア
カ
ツ
キ

　

夜ヨ

更ナ
カ　

コ
レ
万
葉
ノ
点
ナ
リ
。」
の
「
更ア
カ
ツ
キ

」
を

問
題
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
、「
五ア

カ
ツ
キ更
」
の
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。

2213　

�

こ
の
こ
ろ
の　

五
更
露
尓
（
あ
か
と
き
つ
ゆ
に
）　

我わ

が
や
ど
の　

秋
の
萩は
ぎ

原は
ら　

色
付

き
に
け
り

�

（『
万
葉
集
』）

3061　

�

五
更
之
（
あ
か
と
き
の
）　

目め

覚さ

ま
し
種ぐ
さ

と　

こ
れ
を
だ
に　

見
つ
つ
い
ま
し
て　

我わ
れ

を
偲し
の

は
せ

�

（『
万
葉
集
』）

な
ど
、『
万
葉
集
』
中
に
は
「
五
更
」
を
ア
カ
ツ
キ
（
現
代
で
は
「
ア
カ
ト
キ
」
と
付
訓
さ
れ

る
）
と
読
ま
せ
る
用
例
は
あ
る
が
、「
更
」
を
ア
カ
ツ
キ
と
読
ま
せ
る
用
例
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
当
該
部
分
の
頭
注
に
、「
残
更
ハ
第
五
更
也
」
と
あ
る
こ
と
も
「
更ア

カ
ツ
キ

」
は
「
五ア

カ
ツ
キ更

」
の

間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

残
更
に
つ
い
て
、『
文
庫
』
で
は
「
夜
を
初
更
か
ら
五
更
の
五
つ
に
分
け
、
そ
の
最
後
の
五
更

の
残
さ
れ
た
時
間
。」
と
あ
っ
た
。
五
更
の
一
部
の
時
間
が
残
更
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
一
方
、

『
和
漢
朗
詠
集
註
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
に
は
残
更
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
残ザ

ン

更カ
ウ

ト
ハ
暁ア
カ
ツ
キ

也
。」「
五
夜ヤ

ハ
五
更カ
ウ

ナ
リ
暁ア
カ
ツ
キ

ナ
リ
。］

�

（『
和
漢
朗
詠
集
註
』）

「
三サ
ヨ

更フ
ケ
テ
　

（
ア
カ
ツ
キ

五
）
更　

夜ヨ

更ナ
カ　

コ
レ
万
葉
ノ
点
ナ
リ
。
然
バ
残
更
ハ
暁
也
。」

�

（『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』）

　

五
更
つ
ま
り
午
前
三
時
か
ら
五
時
が
五
更
で
あ
り
、
五
更
そ
の
も
の
が
残
更
と
い
う
主
張
で
あ

る
。
明
治
以
降
の
近
代
の
注
釈
で
は
、『
文
庫
』
に
つ
な
が
る
主
張
が
強
く
な
り
、
江
戸
時
代
以

前
の
古
注
と
は
こ
こ
で
異
な
っ
て
く
る
。
た
だ
、
近
代
の
注
の
中
に
も
、『
和
漢
朗
詠
集
新
釈（

６
）』

で
は
「
一
夜
を
分
ち
て
、
五
更
と
為
す
。
一
更
を
甲
夜
と
い
ふ
。
戌
時
（
今
午
後
八
時
）
な
り
。

二
更
を
乙
夜
と
云
ふ
。
亥
（
今
午
後
十
時
）
な
り
。
三
更
を
丙
夜
と
い
ふ
子
時
（
今
の
午
後
十
二

時
）
な
り
。
四
更
を
丁
夜
と
い
ふ
、
丑
時
（
今
午
前
二
時
）
な
り
。
五
更
を
戊
夜
と
云
ふ
、
寅
時

（
今
午
前
四
時
）
な
り
。
残
更
は
、
即
ち
五
更
を
云
ふ
。
向
は
、
和
訓
栞
「
な
ん
〳
〵
と
す
」
の

條
に
、「
垂
字
、
向
字
な
ど
を
よ
め
り
。
成
な
ん
と
す
る
の
義
な
り
。
し
に
か
ゝ
る
を
垂
死
と
し
、

く
れ
か
ゝ
る
を
、
向
暮
と
い
ふ
の
類
に
て
推
べ
し
」
と
見
ゆ
る
が
如
し
。」
と
江
戸
時
代
以
前
通

じ
る
主
張
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
注
釈
は
ほ
ぼ
正
し
い
の
だ
が
、
現
代
の
時
間
と
の
対
応
例
え
ば
、「
一
更
を
甲
夜
と
い
ふ
。

戌
時
（
今
午
後
八
時
）
な
り
。」
の
午
後
八
時
は
、
今
日
で
は
午
後
七
時
と
す
る
の
が
妥
当
と
さ

れ
て
お
り
、
残
り
の
時
間
も
一
時
間
ず
つ
繰
り
上
が
る
こ
と
は
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
残
更
は
午
前
三
時
か
ら
午
前
五
時
の
間
で
あ
っ
た
。『
新
釈
』
は
も
う
一
つ
大
切
な
こ

と
を
述
べ
て
い
た
。

　

「
向
残
更
」
は
残
更
に
な
り
か
か
る
意
味
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
『
朗
詠
註
』
の
記
述
と
あ
わ
せ
る
と
、「
午
前
三
時
か
ら
午
前
五
時
ま
で
が
残
更
で
あ

り
、
暁
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
「
向な

ん
な

ん
」
の
意
味
を
あ
わ
せ
る
と
、「
午
前
三
時
に
な

ろ
う
と
す
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
一
夜
ヲ
五
更
ニ
分
ル
時
、
四
更
去
レ
ハ
、
寅
ノ
時
也
。」�

（『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』）
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「
夜
ヲ
五
ツ
ニ
分
テ
、
五
更
ト
云
。
四
更
去
テ
、
寅
一
点
ニ
ナ
レ
ハ
、
残
更
ト
云
也
。」

�

（『
書
陵
部
本　

朗
詠
抄
』）

　

こ
れ
ら
の
記
述
は
一
見
、
残
更
の
説
明
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
向
残
更
」
の
「
向
」
も
含

め
て
説
明
を
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

中
世
の
諸
注
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
江
戸
時
代
の
注
釈
書
は
、「
向
残
更
」
を
午
前

三
時
の
こ
と
捉
え
て
い
た
。
近
代
の
注
で
も
、
残
更
を
午
前
三
時
か
ら
五
時
と
捉
え
る
と
ら
え
方

は
、『
新
釈
』
な
ど
で
生
き
て
い
た
が
、「
向
残
更
」
の
時
点
が
午
前
三
時
と
い
う
こ
と
は
、
近
代

に
入
っ
て
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、「
残
更
は
夜
を
五
更
に
分
ち
、

其
の
最
後
の
更
の
将
に
終
ら
ん
と
し
て
未
だ
尽
き
ざ
る
時
を
い
ふ
。」（『
和
漢
朗
詠
集
考
證（

７
）』）
の

解
釈
は
残
更
の
解
釈
を
間
違
え
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。『
文
庫
』
の
注
釈
も
こ
の
『
和
漢
朗
詠
集

考
證
』
の
理
解
に
つ
な
が
る
の
だ
っ
た
。
日
付
変
更
時
点
や
ア
カ
ツ
キ
の
意
味
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
こ
ろ
に
、
こ
の
６
番
の
詩
句
の
解
釈
も
無
明
の
闇
に
入
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

五

　

次
に
寒
磬
尽
を
検
討
す
る
。『
文
庫
』
で
は
「
○
寒
磬 
― 「
磬
」
は
石
で
作
ら
れ
た
楽
器
。
澄

み
切
っ
た
高
い
音
が
で
る
が
、
そ
の
音
を
「
寒
」
と
形
容
し
、
冬
の
象
徴
と
し
た
。
こ
こ
は
僧
侶

の
夜
の
読
経
の
際
に
リ
ズ
ム
を
取
る
た
め
に
た
た
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
っ
た
。『
朗

詠
註
』（
漢
詩
注
部
分
は
鎌
倉
時
代
成
立
の
永
済
注
）
に
は
「
Ｂ
寒カ

ン

磬ケ
イ

ト
ハ
冬
ノ
サ
ム
キ
音コ
ヱ

ヲ
帯タ
イ

セ
ル
故
ニ
寒
磬
ト
云
也
。
春
ニ
成
ヌ
レ
バ
冬
ノ
磬
ハ
ツ
キ
ヌ
ト
云
ナ
リ
。」
と
の
記
述
が
あ
っ
た
。

『
書
陵
部
本　

朗
詠
抄
』（
巻
二
下
・
室
町
初
期
以
前
成
立
）
で
は
、「
磬
ノ
音
ノ
聞
エ
ケ
ル
ヲ
、

作
也
。
丑
時
（
実
は
「
寅
」
の
間
違
い
）
ヨ
リ
春
ノ
分
ナ
レ
ハ
、
寒
磬
尽
ヌ
ト
云
ヘ
リ
。
寒
ノ
字

ハ
、
冬
ノ
心
也
。」
と
述
べ
る
。

　

前
節
で
、「
残ざ

ん

更か
う

に
向な
ん
な

む
と
し
て
」
が
午
前
三
時
の
時
点
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
午

前
三
時
以
降
は
暁
で
あ
る
。
午
前
三
時
か
ら
後
夜
の
行
が
行
わ
れ
る
。
後
夜
の
行
の
開
始
を
知
ら

せ
る
磬
の
音
は
暁
の
到
来
を
知
ら
せ
る
鐘
で
あ
り
、「
暁
の
鐘
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
事
実
を
右
の
注
釈
は
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
文
庫
』
の
「
こ
こ
は
僧
侶
の
夜
の
読
経
の
際

に
リ
ズ
ム
を
取
る
た
め
に
叩
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。」
の
記
述
は
、
こ
こ
で
は
該
当
し
な
い
。

　

さ
ら
に
、
右
引
用
の
二
注
釈
書
に
加
え
、『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』（
巻
一
・
平
安
時
代
末
成
立
）、

『
和
漢
朗
詠
註
抄
』（
巻
一
・
平
安
時
代
末
成
立
カ
）
の
注
釈
も
加
え
る
。
た
だ
、「
寒
磬
」
に
つ

い
て
の
注
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
引
用
は
、『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
の
注
釈
に
と
ど
め
る
。

寒
磬
者
、
寒ハ

、
冬ノ

気
也
。
磬
者
、
仏
具
也
。
冬
去テ

春
来ル

、
故ニ

寒
磬
尽
㆒
也
。
香ノ

火
者
、
仏
前ニ

焼ク
㆑
香ヲ

之
火ナ
リ
　

也
。
春ノ

気
暖ナ
ル
　

故ニ

曰
生ナ
ル
ト

香ノ

火ニ

也
。

�

（『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』）

　

こ
れ
ら
四
つ
の
注
釈
の
共
通
項
は
「
寒
」
は
冬
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
文
庫
』

の
「
冬
の
象
徴
と
し
た
。」
は
、
午
前
三
時
は
日
付
変
更
時
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
季
節
の
変
わ

り
目
で
も
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
い
と
理
解
で
き
な
い
。

　

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
６
番
の
詩
句
は
、
春
の
部
の
そ
れ
も
立
春
の
項
に
所
属
し
て
い
た
。『
文

庫
』
は
「
澄
み
切
っ
た
高
い
音
が
で
る
が
、
そ
の
音
を
「
寒
」
と
形
容
し
、
冬
の
象
徴
と
し

た
。」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
音
が
冬
を
象
徴
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
季

節
が
冬
だ
か
ら
「
寒
磬
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

『
文
庫
』
は
「
▽
立
春
前
夜
の
山
寺
の
光
景
。
夜
が
明
け
る
と
冬
が
終
わ
り
春
に
な
る
の
だ
、

と
い
う
感
慨
を
仏
寺
の
景
物
に
寄
せ
て
巧
み
に
表
現
す
る
。」
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
解

釈
で
は
こ
の
詩
句
は
、
立
春
の
前
日
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
部
立
て
の
立
春
の
日
が
詠
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

「
寒
磬
尽
」
は
冬
の
終
わ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。「
暁
の
鐘
は
冬
が
去
る
こ
と
を
告
げ
て
響

い
た
」
と
い
う
の
が
私
解
で
あ
る
。

　

そ
う
理
解
す
る
た
め
に
は
、「
寒
磬
尽
き
」「
寒
磬
尽
き
ぬ
」
の
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
。
も
ち

ろ
ん
、
助
動
詞
ヌ
が
入
ら
な
く
て
も
、「
寒
磬
が
尽
き
た
」
と
解
釈
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
江
戸
時
代
以
前
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
「
尽
ヌ
」
と
書
か
れ
て
い
る
本
が
多
い
こ
と
は

述
べ
て
お
く
。
当
該
詩
句
の
意
味
が
失
わ
れ
て
い
く
過
程
で
、『
和
漢
朗
詠
集
』
本
文
も
「
尽
き

ぬ
」
か
ら
「
尽
き
」
に
替
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六

　

最
後
に
、
下
句
「
春
生
香
火
暁
炉
燃
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
文
庫
』
は
、「
そ
し
て
春
が
そ
の

火
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
、
夜
明
け
前
の
香
炉
は
赤
々
と
燃
え
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い 

る
。

Ｅ
香
火
ハ
暖
カ
ナ
ル
春
ヲ
生
ス
ト
云
義
也
。
暁
炉
燃
ト
ハ
、
暁
キ
、
香
呂
ノ
火
ナ
ン
ト
モ
モ
ヘ
、
或
ハ
、

炉
ニ
火
ヲ
ハ
ヤ
タ
ク
体
也
。

�

（『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』）
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春
ハ
目
前
ノ
香
炉
ノ
モ
ユ
ル
上
ニ
ホ
ノ
〴�

〵
ト
生
シ
来
ル
ト
也
。
立ツ

春
ノ
心
ナ
ル
ホ
ト
著
明

也
。

�

（『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』）

な
ど
の
注
釈
を
見
る
と
、『
文
庫
』
の
解
釈
は
ほ
ぼ
正
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
ど
う
し
て
、

「
春
が
そ
の
火
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
」
思
わ
れ
る
の
か
は
今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
正
し
く
は
な
い
。
春
に
な
っ
た
か
ら
、「
暁
炉
」
は
生
き
生
き
と
燃
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

午
前
三
時
に
な
る
と
春
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、
こ
の
６
番
詩
句

は
解
釈
が
で
き
な
い
の
だ
っ
た
。
午
前
三
時
に
な
る
と
、「
暁
」
で
も
あ
っ
た
。
後
夜
の
行
に
点

さ
れ
る
炉
は
、「
暁
炉
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

午
前
三
時
ま
で
が
冬
で
、
午
前
三
時
以
降
が
春
で
あ
る
こ
と
は
、
午
前
三
時
が
日
付
変
更
時
点

で
あ
っ
た
事
実
を
認
め
な
い
と
理
解
不
可
能
だ
っ
た
。
明
治
以
降
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
注
釈
で

は
、
日
付
変
更
時
点
が
午
前
三
時
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
が

こ
の
６
番
詩
句
の
誤
解
釈
の
発
生
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

注

（
１
）�

三
木
雅
博
訳
注
『
和
漢
朗
詠
集
』（『
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
』
二
○
一
三
年　

角
川
学
芸
出

版
刊
）

（
２
）�

吉
澤
義
則
「「
ア
カ
ツ
キ
」・「
シ
ノ
ノ
メ
」・「
ア
ケ
ボ
ノ
」」（『
増
補　

源
語
釈
泉
』
一
九

七
三
年　

臨
川
書
店
刊
）

（
３
）�

伊
東
正
義
・
黒
田
彰
・
三
木
雅
博
編
著
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』（
一
九
八
九
年
～

一
九
九
七
年　

大
学
堂
書
店
刊
）

（
４
）
寛
文
十
一
年
刊
。
架
蔵
本
。

（
５
）
元
禄
五
年
刊
。
同
志
社
女
子
大
学
蔵
本
。

（
６
）
金
子
元
臣
・
江
見
清
風
著
『
和
漢
朗
詠
集
新
釋
』（
一
九
一
〇
年　

明
治
書
院
刊
）

（
７
）
柿
村
重
松
著
『
和
漢
朗
詠
集
考
證
』（
一
九
七
三
年　

藝
林
社
刊
）。
復
刻
版
に
よ
る
。
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